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ユニオン情報によれば、

ユニオンはいつからこのことを問題としていたのだろうか？ そして肝心なのは議論の中

味だが、このことも一切明らかにされていない。私たちは、いち早く問題として取り上げて

いた。通告を受けて、組合員は苦情の申告も行っていた。その一部を紹介すると

ところで就業規則にはどう書かれているのだろうか？

争点になるとすれば、傷病等に年休が含まれるかどうかの一点につきるが、誰が考

えてもそれには無理がある、そればかりか、社員からは心ない取扱と捉えられる事に

なる。会社は後になってその事に気づいたというのが正しいのではないだろうか。

今回、文章上の変更がなされたという事実は無い。条文に問題がなければ、取扱の

変更はあり得ない。それが労働者に有利か不利かは関係ない、会社は淡々と定められ

た取扱を行うだけである。どうやら今回の一連の事象は、会社の「独り相撲」だった

という事ではないだろうか？ ユニオンがいう、「改善が図られた」その中味

が是非とも知りたいものだ！！

ユニオン、ぎょうむそくほうNo.５０６

労働契約終了時の職務手当支給が認められる

これはユニオンの成果、果たして事実そうなのだろうか？

（職務手当が支給されない場合）

傷病等により３０日以上引き続いてその職に従事しない場合（ただし、運転に関係のある

業務に従事する社員が、厚生規程に定める医学適性検査若しくは睡眠検査又は運転関係業

務適性検査取扱細則に規定する運転適性検査の結果、当該業務に従事できない場合を除く）

その期間の職務手当は支給しない。

職務手当の支給に関して制度の運用に対する疑義が生じているから、今回、解明を図った。

論議の結果、定年退職や専任社員雇用契約社員雇用契約期間の満了に代表されるような、

社員等の労働契約が終了する前の年休・保存休暇取得の場合については、職務手当が支給

されるよう改善が図られた。


